
活
力
あ
る
未
来
へ
の
第
一
歩

厳
粛
に
匝
瑳
市
合
併
記
念
式
典
挙
行

厳粛に執り行われた匝瑳市合併記念式典

今
年
１
月
２３
日
、
旧
八
日
市
場
市

と
旧
野
栄
町
が
合
併
し
て
誕
生
し
た

匝
瑳
市
。
こ
れ
を
記
念
す
る
匝
瑳
市

合
併
記
念
式
典
が
小
雨
降
る
５
月
１４

日
（
日
）、八
日
市
場
ド
ー
ム
に
約
６

０
０
人
の
招
待
者
を
迎
え
、
盛
大
に

か
つ
厳
粛
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
は
、
総
務
大
臣
代
理
で
総
務

省
・
岩
田
知
也
氏
、
千
葉
県
知
事
・

堂
本
暁
子
氏
、
衆
議
院
議
員
・
林
幹

雄
氏
ほ
か
の
来
賓
が
壇
上
に
並
び
、

伊
藤
正
勝
助
役
に
よ
る
開
会
、
国
歌

斉
唱
、市
長
式
辞（
下
に
要
旨
掲
載
）、

市
議
会
議
長
あ
い
さ
つ
、
来
賓
祝
辞

と
続
き
ま
し
た
。
祝
辞
の
中
で
堂
本

知
事
は
「
今
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が

自
立
し
個
性
を
発
揮
す
る
た
め
の
合

併
が
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
は
そ
れ

ぞ
れ
の
自
治
体
が
力
を
つ
け
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
で
す
。
合
併

に
よ
り
創
造
的
な
変
革
を
成
し
遂

げ
、
新
匝
瑳
市
を
こ
れ
か
ら
の
時
代

に
即
し
た
市
へ
と
育
て
て
く
だ
さ

い
」
と
関
係
者
を
激
励
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
合
併
功
労
者
へ
の
総
務

大
臣
表
彰
、
市
長
感
謝
状
贈
呈
な
ど

各
種
表
彰
が
行
わ
れ
、
公
募
し
た
市

章
デ
ザ
イ
ン
へ
の
応
募
作
品
の
中
で

最
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
た
、
岡
山
県

在
住
の
合
田
（
ご
う
だ
）
さ
ち
男
さ

市
長
式
辞

平
成
１８
年
１
月
２３
日
、
八
日
市

場
市
と
野
栄
町
が
合
併
し
、
人
口

４
万
２
千
余
、
面
積
１
０
１
・
７

８
㎞
「
匝
瑳
市
」
が
誕
生
い
た
し

ま
し
た
。

旧
来
か
ら
生
活
圏
を
共
に
し
、

つ
な
が
り
の
深
い
、
八
日
市
場
市

と
野
栄
町
の
合
併
が
最
良
で
あ
る

と
の
住
民
の
声
を
受
け
、
議
会
の

ご
同
意
を
い
た
だ
き
、
平
成
１６
年

８
月
、
八
日
市
場
市
・
野
栄
町
合

併
協
議
会
が
設
置
さ
れ
、真
摯（
し

ん
し
）
な
協
議
が
行
わ
れ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

こ
の
合
併
を
迎
え
る
ま
で
の

間
、
特
段
の
ご
尽
力
を
賜
り
ま
し

た
関
係
各
位
に
深
く
感
謝
い
た
し

ま
す
と
と
も
に
、
温
か
い
ご
支
援

を
賜
り
ま
し
た
両
市
町
の
住
民
の

皆
様
に
心
か
ら
感
謝
と
御
礼
を
申

し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
地
方
行
政
を
取
り
巻
く

環
境
は
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
す

中
、
多
様
化
す
る
住
民
要
望
へ
の

早
急
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

新
市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
将

来
像
「
海
・
み
ど
り
・
ひ
と
が
は

ぐ
く
む
活
力
あ
る
ま
ち
」
に
ふ
さ

わ
し
い
五
つ
の
基
本
目
標
を
設
定

し
、
そ
の
実
現
を
目
指
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

一
つ
、
「
生
き
が
い
に
満
ち
、

笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
つ
く

る
」、二
つ
、
「
活
力
に
満
ち
、
は

つ
ら
つ
と
し
た
ま
ち
を
つ
く
る
」、

三
つ
、
「
自
然
と
共
生
し
、
快
適

で
安
全
な
ま
ち
を
つ
く
る
」、四

つ
、
「
個
性
豊
か
に
学
び
、
人
々

が
輝
く
ま
ち
を
つ
く
る
」、五
つ
、

「
住
民
と
行
政
が
連
携
・
協
働
す

る
ま
ち
を
つ
く
る
」で
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
豊
か
な
自
然
環
境
を

生
か
し
、
そ
し
て
、
歴
史
と
文
化

を
融
合
さ
せ
な
が
ら
、
伝
統
産
業

と
新
し
い
産
業
を
連
携
さ
せ
て
活

性
化
を
図
り
な
が
ら
、
生
活
環
境

や
福
祉
が
充
実
し
た
、
多
彩
な
魅

力
を
持
つ
、
活
力
あ
る「
匝
瑳
市
」

を
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
創
造
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

私
は
、
旧
八
日
市
場
市
と
旧
野

栄
町
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
新
生

「
匝
瑳
市
」
の
未
来
に
使
命
感
と

責
任
を
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
市
民
の
幸
せ
の
た
め

に
選
択
し
た
合
併
の
成
功
は
、
こ

れ
か
ら
の
行
政
施
策
に
か
か
っ
て

お
り
、
市
民
の
幸
せ
と
合
併
の
成

功
は
一
体
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
、
「
合
併
し
て

よ
か
っ
た
」
と
実
感
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
そ
し
て
、
そ
の
目
的

で
あ
る
「
市
民
の
幸
せ
」
の
た
め

に
、
今
後
と
も
、
全
力
を
傾
注
し

て
、
誠
心
誠
意
取
り
組
む
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

（
要
旨
）
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合
併
功
労
者
総
務
大
臣
表
彰

合
併
功
労
者
市
長
感
謝
状

（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

ん
デ
ザ
イ
ン
の
市
章
が
「
匝
瑳
市
市

章
」
と
し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
「
新
市
の
ま
ち
づ
く
り
」
作
文

で
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
「
市
と
町
の

た
し
ざ
ん
」
を
、
作
者
の
佐
々
木
翼

く
ん
（
平
和
小
２
年
）
が
朗
読
し
、

最
後
に
国
歌
斉
唱
の
伴
奏
も
務
め
た

弦
楽
合
奏
グ
ル
ー
プ「
Ｕ
Ｆ
Ｏ
」と
、

和
太
鼓
演
奏
グ
ル
ー
プ
「
の
さ
か
太

鼓
」
が
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
式

典
の
最
後
を
飾
り
ま
し
た
。

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
な

お
、
市
章
、「
新
市
の
ま
ち
づ
く
り
」

作
文
・
絵
画
に
つ
い
て
は
４
〜
５
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

江
波
戸

辰
夫
・
旧
八
日
市
場
市
長

伊
藤

正
勝
・
旧
野
栄
町
長

行
木

勲
・
旧
八
日
市
場
市
議
会
議
長

伊
東

孝
・
旧
野
栄
町
議
会
議
長

及
川

重
良
・
旧
野
栄
町
議
会
議
長

江
波
戸

勝
男
、
熱
田

孝
雄
、

佐
藤

浩
巳
、
佐
瀬

公
夫
、

佐
藤

悟
、
江
波
戸

友
美
、

浅
野

勝
義
、
越
川

竹
晴
、

江
波
戸

義
治
、
長
谷
川

正
勝
、

�
見
世

留
吉
、
花
澤

美
子
、

布
施

保
、
平
山

延
樹
、

鈴
木

健
弘
、
椎
名

政
子
、

伊
藤

幸
夫
、
荒
井

昌
克

祝辞を述べる堂本知事 式辞を述べる江波戸市長

合併を祝い出席された方々

作文の朗読をする佐々木翼くん

しっとりとした演奏で聴衆を魅了したＵＦＯ

�威勢のいい演奏で会場を盛り上げたのさか太鼓

３


